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第１回 第２回 第３回 第４回
回収総計 回収率
回収数 回収数 回収数 回収数
A ３２ ３０ ３０ ９３．７５％
B １９ １８ １８ ９４．７４％
C ２４ １７ ７ ２４ １００．００％
D １２ １２ １２ １００．００％
E ４０ ４ ７ １２ ２ ２５ ６２．５０％
F ９５ ５２ １４ ２ ６８ ７１．５８％
G １５８ ３５ １９ ３３ ３７ １２４ ７８．４８％
合計 ３８０ １６８ ４７ ４７ ３９ ３０１ ７９．２１％
表１：全体の回収率
















 策定時に，部門内の意見交換が活発になった。 ．８９２ －．０７４
 策定時に，他部門との意見交換が活発になった。 ．８９８ －．１１１








 目標を達成できない場合には，厳しく責任が問われる。 －．１６０ ．６９３
	 経営トップおよび上司の意思が強く反映された。 －．０３２ ．５７７






















 目標設定時に，中期計画との連動が図られた。 ．７４０ －．２２７
	 目標設定時に，予算との連動が図られた。 ．６７２ ．１１５

 目標設定時に，方針管理との連動が図られた。 ．６０３ －．０７８
 目標管理で示した目標は，必達が原則である。 ．５９２ ．００８
 目標設定には上司の意向が強く反映される。 ．５６２ ．２９０
 上司が示す目標は，明確に部下に伝達される。 ．３０７ ．３０５
 目標は，自ら表明したものであるから達成できて当然である。 －．４３１ ．７４２
 目標は，財務的な数値がほとんどである。 ．０５５ ．７４１
 目標が達成できない場合には，理由が問われる。 －．０１４ ．６０５
 部下への適切なフィードバックを行っている。 ．３２０ ．４８９




















 多様な顧客と市場がある。 ．７３６ ．０６０ －．０２５
 生産・販売活動は，国際的な広がりをもっている。 ．７２６ ．１４５ ．１３０
 市場での競争は激しい。 ．７２２ ．１６２ －．２０２
 市場環境や競争条件に影響を与えることができる。 ．６１２ ．０７０ ．１４２
 頻繁に新製品・新技術が現れる。 ．２１７ ．７３１ －．１７４
 需要を予測できないことが頻繁にある。 ．０５３ ．７２３ ．０７１

































推定値 標準誤差 検定統計量 確率
不確実性 ← 競争・多様性 ０．５６９ ０．１１１ ５．１２２ ０．０００
目標の達成 ← 不確実性 ０．２３７ ０．０８９ ２．７６７ ０．００６
予算の達成 ← 不確実性 ０．２１４ ０．０７９ ３．００６ ０．００３
コミュニケーション ← 不確実性 ０．３７６ ０．１３６ ２．７６５ ０．００６
ダブルループ学習 ← 不確実性 －０．２５３ ０．１６１ －１．５６７ ０．１１７
ダブルループ学習 ← コミュニケーション ０．１４９ ０．０４０ ３．７２０ ０．０００
ダブルループ学習 ← 予算の達成 ０．１２４ ０．０７４ １．６８１ ０．０９３
ダブルループ学習 ← 目標の達成 １．１０１ ０．５１８ ２．１２６ ０．０３３
表６：パス解析の結果
カイ２乗値＝４６５．９９，自由度＝１８１，p＝．０００，CFI＝０．７７６，RMSEA＝０．０５１
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